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急性期看護学実習
(Clinical Practice of Acute Nursing)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

成人看護学

授業形式

必修 3 4
医学部看護学

科
前 他

氏名  末弘理惠・大野夏稀・佐藤昂太朗・井上亮

E-mail   suehiror@   内線   5053

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限

担
当
教
員

主に使用する言語

日本語

その他に使用する言語 担当形態

クラス分け

急性期看護学実習は健康障害により生命の危機状態にあり医療が必要な対象に対して、早期の健康回復および自身の意思決定に沿った生活が営めるよう、系統的かつ個別的
な看護を実践する基礎的能力を養う。さらに、急性期にある対象へのヘルスケアシステムにおける保健・医療・福祉の連携・協働および看護活動の実際について学ぶ。

授
業
の
概
要

目標1

目標2

目標3 セルフケア能力の獲得・向上、健康の回復及び予防に向けたヘルスケアシステムを理解し看護活動の在り方を考察できる

目標4看護専門職として、根拠に基づいて倫理的かつ主体的に看護実践し自己の看護を振り返り看護観を深めることができる

目標5

目標6

目標7

各DPへの関連度（計10）

1 2 3 4 5 6 7

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

3 2 1 1 1 1 1

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

疾患や障害、治療が及ぼす健康レベルと生活への影響の身体・精神・社会・スピリチュアル的側面より捉えることができる

健康へのアセスメントに基づきニーズに沿った健康の回復、セルフケア促進に向けた個別的で系統的な看護の提供ができる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標8

目標9

目標10

授業の内容

実習期間：15日間1

実習場所：大分大学医学部附属病院（外科系病棟、手術部、集中治療部、高度救命救急センター）2

実習方法・実習記録等詳細は、看護学実習要項（急性期看護学実習）を参照のこと。3
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15

ア
ク
テ
ィ
ブ

 A:知識の定着・確認

 B:意見の表現・交換

 C:応用志向

 D:知識の活用・創造

看護専門職としての意志ある学びを叶えるために、ポートフォーリオ評
価を活用する。また、主体的学習者としてのコンピテンシーを高められ
るように、実習での日々のリフレクションを積み重ね、学生同士、学生
と教員間の対話を大切にする。○

工
夫
そ
の
他
の

ラ
ー
ニ
ン
グ

授業時間外
学修の内容
と想定時間

実習開始まで、自分自身の学習課題を明確にし、成人看護学の授業資料や教科書等を用い知識・技術の復習を行い、実習前オリエンテーションに
て主体的学習活動への心構えを学ぶ（30ｈ）。準備学修

事後学修

日々の実習のリフレクションを行い、翌日の看護実践に向けて、看護計画の立案および知識・技術の学習を行う（45ｈ）。必要時これまで学習し
た成人看護学科目及び関連科目の復習をする（30ｈ）。

想定時間合計

教科書
成人看護学で使用したテキストなど、必要に応じて適宜紹介する。

参考書
・実習中、適宜紹介する



評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

実習評価表に基づいた自己評価 100%○ ○ ○ ○

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

目標
8

目標
9

目標
10

注意事項
詳細は、看護学実習要項(急性期看護学実習)および看護学実習要項《共通編》に準じる。

備考
実習記録はMoodleからダウンロードする。

リンク
URL

○
担当教員の
実務経験の
有無

末弘理惠（看護師）、大野夏稀（看護師）、佐藤昂太朗（看護師）
教員の実務
経験

○

教員以外で
指導に関わ
る実務経験
者の有無

各部署：実習指導担当者（看護師）、看護師長（看護師）、副看護師長(看護師)、実習指導者（看護師）

教員以外の
指導に関わ
る実務経験
者

実習において、病院をフィールドとしていることより、その部署のスペシャリストの看護職による指導を行っている。
実務経験を
いかした教
育内容


